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■司会進行： 我那覇 宗広 

■ロータリーソング：えんどうの花・四つのテスト 

■ソングリーダー：大浜 勇人 

■ゲスト：宮城 茂氏（琉球海運（株）代表取締役社長） 

■ビジター：嶋村 文男氏（東京東江戸川ＲＣ） 

■メークアップ：小底厚子・小林昌道・宮良幸男 

            米盛 博和 

■出席報告 

 会員総数 ４１名  出席義務会員 ４０名 

 出席数   ２１名  欠席数      １９名 

 出席率 ５２．５０％（９月通算出席率 ６４．３８％） 

 

 

  小 計 累 計 

BOX ¥16,000 ¥67,000 

コイン ¥754 ¥53,128 

合  計 ¥120,128 

○いつもお世話になっています。前木会長との約束

通り訪問、嬉しく思っています。   （嶋村 文男） 

○希望ヶ丘 20 周年記念式典、歴代会長の皆さんに

出席頂き、お陰様で無事終える事が出来ました。 

（感謝！）                （宮良 榮子） 

○事務所登録 10 年になりました。これからもよろしく

お願いします。             （南波 正幸） 

○琉球海運株式会社の宮城社長様‼今日は勉強にな

りました‼ありがとうございます。 

 嶋村様本日も時間を作って頂き、石垣 RC へのメイ

キャップありがとうございます。    （前木 繁孝） 

○台風被害小さくてホッとしています。（白道 直行） 

○琉球海運株式会社、社長宮城茂氏のゲスト卓話あ

りがとうございます。          （上勢頭 保） 

○琉球海運宮城茂社長ありがとう御座いました。 

      （大濵 達也） 

○東江戸川 RC の嶋村様をお迎えして（仁開 一夫） 

○嶋村さん本日はありがとうございました。（前原博一） 

○モンゴル行って参りました。      （大浜 勇人） 

 

 

◎大浜 勇人（国際・米山委員長） 

先日 21 日から 25 日にかけてモンゴルのウラン

バートルに米山委員の皆さん、今日来られている

嶋村さんと他4名、合計6名で行って参りました。

皆様に私からのオランダ、モンゴル合弁企業のモ

ンゴル産チョコレート、嶋村さんから人形焼のお

土産を戴いております。ぜひご賞味ください。 

 

 

東京東江戸川 RC の本年度会長をさせて頂いて 

います。前木会長とは同期の会長という事で、必 

 

ず 1 回来ますと約束しましたので、今日来られた

ことを嬉しく思います。 

私は去年まで 4 年間米山の委員を務めさせて頂

きまして、今年からは自分のクラブに専念してお

りますが、米山との交流としては、2 年目にお願

いをして、沖縄本島にいる奨学生 3 人を石垣に来

て、大歓迎を受けまして、天気が悪かったんです

が、バーベキューをして大変思い出深いです。 

来月 11月 9日に本島にいる奨学生 3人がこちら

に訪問させて頂いて、皆さんにお世話になります

ので、米山の事を少しでも理解する場になっても

らえればと思います。 

最後にモンゴルの話を 1 つだけ、モンゴルでは

元米山奨学生のジャンチブ・ガルバドラッハさん

がやっている新モンゴル学園を訪問し、インター

アクト、ローターアクトと交流をし、ウランバー

トルから 3 時間くらい、観光ゲルではなく、実際

に住んでいる所に泊まりましした。大変な歓待を

受けて、少し勇人さんは飲み過ぎて、色んなこと

がありましたので、その辺の楽しい話は改めて本

人から出ると思います。来年はガルさんがいるフ

レーロータリークラブが 15 周年という事もあっ

て、4 月か 5 月に米山学友会も一緒にやるようで

すので、ぜひ石垣 RC の皆さんも一緒にモンゴル

の地を踏めればなと思います。  

今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

昨日の台風、そこまで接近するとは思っていな

かった方々がほとんどだと思いますが、朝から強

い暴風がきまして、被害を受けられた方もいらっ

しゃるのではないでしょうか。私は今、ホテルの

建築を請け負っていまして、追い込みに入ってい

る所なんです。そこに日々来る船の中に、いろん

な資材が積まれて入って来るんです。それが今ピ

タッと止んだ所で、非常に深刻な状態になってい

ます。正に船に頼らなければならない島なんです。

その船の一番、特に貨客船から貨物船に切り替え

られた、琉球海運の社長がお見えになっておりま

す。後ほど今後の石垣島の展望、RO-RO 船を使っ

ての、台湾に車を直に乗り入れて行き来できると

いう、ダイナミックな発想を実現された事につい

ても触れて頂けると有難いなと思います。 

先ほど嶋村さんにご挨拶を頂きましたが、私と

早人さんが米山梅吉記念館、奉仕作業に出向いた

時、嶋村さんがおっしゃっていました。メイキャ

ップしに行きます。約束しますからという事で、

実際に今日来て頂きました。日帰りという事で、

メイキャップのためだけに石垣に来て頂くという

のは本当にありがたく感謝している次第です。 

第２７１８回 ２０１６年９月２８日（水） 例会報告 

本日のにこにこ 

会長挨拶：前木 繁孝 

委員会からの報告 

ビジター：嶋村 文男氏 



 

 

琉球海運（株）代表取締役社長 

～石垣港における国際航路の可能性について～ 

 

まず当社の概要についてお話致します。当社は

1950 年の 1 月 23 日に設立されております。今年

で 66 年を迎えた事になります。当時、石垣には「若

葉丸」という貨客船が就航しておりまして、週 1

便で寄港していたようです。492 トンという大変

小さな船で、桟橋も岸壁も整備されていなくて、

竹富島との間に船を泊めて、通船で貨物とか人を

運んでいたという記録が残っております。風の強

い時期とか時化の日などは、船に乗り降りするの

に命がけだったと聞いております。その後、昭和

34 年 1960 年、当時はまだ日本に復帰しておりま

せんので、琉球籍船と言っていましたが、その琉

球籍船「球陽丸」が初めて太平洋を横断、琉球政

府の委託で食糧会社（沖縄食糧（株））買い付けの

米輸送のため、ロスアンジェルスへ向かったとい

う歴史があります。そして 1976 年 10 月 12 日に

会社更生の手続きの開始を申請するということが

ございました。これは 1975 年に開かれた国際海

洋博覧会に向けて琉球海運も船舶建造などに投資

を行ったが、過剰投資となり結局 147 億円という、

当時の戦後沖縄での最大の倒産という事で、みん

なショックを受けられたと思います。この 10 月

12 日の大変な時、私は琉球海運の東京支社におり

まして、まだ入社して翌年で、これからどうなる

のか大変心配しました。その 2 日前、1976 年（昭

和 51 年）10 月 10 日は石垣島の英雄、具志堅用高

が世界チャンピオンになった日です。その日の朝

のスポーツ紙には、当時のチャンピオン、グスマ

ンは非常に強くて、当時ヘビー級でフォアマンと

いう強いチャンピオンがいまして、このグスマン

は小型フォアマンと言われていて、具志堅もかな

り強いけども、小型フォアマンと言われているチ

ャンピオンには勝てないんじゃないかなという、

コメントが載っていました。しかし見事その夜、

具志堅用高がめちゃくちゃに強いノックアウトで

日本人を驚かせたという事がありました。具志堅

用高氏は戦後沖縄の育てた最大のチャンピオンと

言っても過言ではないかと思っております。 

当社は平成26年6月に福岡、鹿児島、沖縄那覇、

宮古島そして石垣島から台湾・高雄航路を開設し

ました。実は 1963 年から 72 年まで那覇―平良―

石垣―基隆に約 9 年間、台湾航路をやっていまし

たが、1972 年復帰の年に止めております。いきさ

つは、海上における人命の安全に関する国際条約、

SOLAS 条約というのがありまして、日本国も比準

しておりましたので、復帰により琉球籍から日本

国籍に変わると言う事で、SOLAS 条約に適用する

ために、船の大がかりな改造が必要で、莫大な費

用がかかるという事で、やむなく台湾航路を止め

ています。 

台湾航路の後、琉球海運は韓国のヨース（麗水）

と福岡を結んで外国航路をやりましたが、2 年も

経たずに撤退しました。理由は麗水が約 30 万人し

かいないと、一方高雄港は 287 万人、約 300 万人

います。それから使用船舶の違いがあります。貨

客船と貨物船の乗組員数の違いです。貨客船は 28

名乗組員、予備船員約 1.4 倍と合わせて約 36 名船

員を抱えなければなりません。一方貨物船は乗組

員13名でそのコストの差異は一人当たり約1千万

円としますと、年間約 1 億 9 千万円の違いがあり

ます。そういう事もあって、やむなく撤退したと

いう経緯がございます。 

我々が外航を始めた背景ですが、日本が少子化、

人口が減っていくと、それに対して東南アジア、

中国もそうですが、人口が増えて経済が増々発展

するという事で、世界から注目されております。

琉球海運は内航中心にやっておりましたが、これ

からは南の国際航路の開拓にも目を向けようじゃ

ないかと言う事で、長期の経営戦略を立てる中で、

外国航路の研究をしようという事で始めたわけで

す。背景の 2 番目としては、ご承知の通り平成 20

年の 5 月、Ａ社の経営が破たんして、台湾航路が

廃路になったということがありました。私どもに

も航路の再開を要望する声が多数寄せられました。

そういう事もあって外航について研究してみよう

じゃないかという所から始まったわけです。 

始めるにあたっては 2 つ方針を持って臨んでお

ります。1 つは今ある現有船舶で外航、台湾をや

ろうと、2 つ目は国内航路とかけてやろうと、内

外併用型と言っていますが、この 2 つの方針で始

めております。ですから福岡、鹿児島を経由して、

それから宮古、石垣に寄って、台湾にというよう

な形の航路を設定したわけでございます。「みやら

びⅡ」という船は石垣までは来ていましたが、1

日余裕があります。その余裕の日にちを使って台

湾と結ぼうという事で、やっております。それに

はコストパフォーマンス、費用対効果ということ

で、最少のコストで効果を上げようという発想が

あったわけです。「みやらびⅡ」を国際仕様に切り

替えて就航させました。 

台湾航路の現況ですが、26 年の 12 月に商船三

井とコンテナ輸送網で提携をしました。沖縄から

高雄、高雄から世界に商船三井の船を使って運ぶ

ことが出来るようになりました。ちなみに石垣か

ら香港、これは 3 日で行けるようになりました。

土曜日に出て日曜に高雄、火曜日には香港に入る

というような形になっています。あとシンガポー

ル、マニラも 7 日、5 日で行けるという事で、非

ゲスト卓話：宮城 茂氏 



常に石垣は日本で最も東南アジア、香港にも近い

所であって、地理的な優勢を航路に生かしていこ

うという事です。商船三井と提携して、台湾のみ

ならず、世界に物を運んだり、あるいは世界から

運び込むというシステムを作ってきました。 

28 年、今年の 4 月に台湾政府から許可を得て、

日本のトレーラーが台湾の道路をそのまま走る事

が出来る、我々シームレス物流と言っていますが、

それを実現しております。これはトレーラーにコ

ンテナを乗せてその状態で通関をして、ＲＯ－Ｒ

Ｏ船にそのまま積み込み、台湾でそのままの状態

でお客様にお届けするシステムです。例えばオリ

オンビールのマークを付けたトレーラーを工場か

らそのまま船に乗せて、台湾のお客様の所に運ぶ

と、台湾の中をオリオンビールのマークを付けた

トレーラーが走れるようになったという事です。

これについては台湾政府が非常に度量が大きくて、

台湾の車は日本国内は走れないわけですが、我々

台湾から始めましょうかと言ってくれまして、4

月からスタートする事が出来ました。一昨年台湾

航路を始めましたが、始めの 3 年は相当苦労する

んじゃないかなと思いましたが、おかげ様で 2 年

目にしてなんとか黒字の航路にする事ができまし

た。今年は 3年目になりますが、昨年に比べて 30％

くらい貨物量が増えて、運営されているという所

です。輸入と輸出の比率は輸入が 60％、輸出が

40％くらいです。その中で沖縄が 50％、鹿児島が

25％、それから福岡が 25％という事で、バランス

良く積み取りが出来ていると、あるいは輸出輸入

が出来ているという状況かなと思っております。 

最近世界の外航の中で大変な事が起こっており

ます。韓国の最も大きな韓進海運が 8 月末に破た

んしてしまいました。この韓進海運（韓国の 10

大財閥の 1 つ、大韓航空系列企業）はコンテナの

輸送量では世界第 7 位の海運会社です。ちなみに

日本の 3 大海運である日本郵船 13 位、商船三井

12 位、川崎汽船 15 位であり、日本の大手外航海

運の会社よりもさらに大きな会社です。そこがも

ろくも経営が破たんしてしまったという事です。

海運業というのは非常に景気の波の変動を直に受

けますので、一旦不況に入るとどうしても経営が

維持できないという事で、これだけ大きな船会社

が倒産するという事態になっております。今 97

隻の内の 60 数隻が港に入れないと、港に入ったら

積んでいる貨物が差し押さえに合うと、あるいは

荷役の料金が払えないという事で、1 兆 7 千億円

くらいの品物を積んだまま、海上を動けずにいる

という事で、海運の世界では大きな出来事として

捉えられているわけです。ちなみに同じ海運で内

航沖縄航路においても平成元年から平成 20 年の

20 年間で 9 社が、この航路から撤退、もしくは破

産という事で、大変厳しい状況の中にありました。 

当社の石垣輸出入実績は、輸出が平成 28 年 4

月木材、同年 7 月中古建機、輸入は平成 27 年 7

月材木、28 年 5 月建築資材などがありました。新

石垣空港が出来て観光客が 110 万人来られている

と聞いております。1970 年復帰の年の沖縄県全体

の観光客 44 万人なんです。それでもう石垣島に

110 万人も来てるという、沖縄全体では 800 万人

です。沖縄県の人口が 143 万人、観光客は 800 万

人、800万人がだいたい 3.73日沖縄に滞在します。

これを 800 万×3.73 して 365 日で割りますと、1

日だいたい8万人くらいになります。ですから143

万人＋8 万人で 151 万人が沖縄に常時いるという

形になるわけなんです。観光客は平均 75,000 円く

らい消費しています。1 日に換算すると 20,000 円

くらいになります。我々沖縄県民が 1 日消費する

のが 2,200 円くらいです。ですから約 9 倍、観光

客が来たらこちらで消費してくれるという事で、

大変経済効果が大きいわけです。人口 143 万人で

すが、これを消費人口で見たら、今沖縄県にはだ

いたい 220 万人ほどの消費人口がいるんじゃない

かなという事が、我々の独断と偏見の計算ですが、

言えるんじゃないかなと思っております。人が集

まれば物が集まるわけですから、当然物流が増え

てきます。物流が増えてくると我々海運の方に、

物の輸送というのは大きく依存していますので、

我々もそのための対応をして行かなければならな

いという事になります。 

石垣は観光資源が豊富ですので、これからもど

んどん観光客が増えてくることが予想されますし、

当然それに関連していろんな物が消費されていく

と思っております。その為に、また私どもも一生

懸命頑張って行きたいと思っております。本島か

ら入って来る物もそうですが、海外からも物が入

ってくるというのも、これから増えてくると予想

されます。現在週 1 便なんですが、早い段階で週

2 便まで持って行って、もっと利便性を高めて、

サービスを良くして、もちろん運賃もお客さんの

ニーズに応えられるようにして、石垣の皆さんの

期待に答えて行きたいと思います。ご清聴ありが

とうございました。 
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